
令和５年度

商人塾支援事業
１．応募期限（現在受付中）

令和5年9月末日
２．応募対象者
商店街連合会、協同組合、
商工会、商工会議所、中小
企業団体中央会、ほか

３．契約形態
業務委託契約

４．契約期間
契約期限は原則として
令和５年11月末日まで。

５．委託費
上限1,320千円（税込）
※研修回数により異なる

６．応募要件
・原則、商店街組織を中心に
複数組織から10名程度以上
の参加が見込まれること。

・本事業および組織運営を適
切に行うことができ、か
つ、管理運営体制が整備さ
れており、本事業の円滑な
実施に支障をきたすおそれ
がないこと。
他

詳細はこちら：
https://www.syoutengai-
shien.com/support/merchant/

株式会社全国商店街支援センター

応募について
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商人塾支援事業開催（1回目）
（テーマ）競合激化、居住者増加といった環境変化に対し、地域社会における
　　　　　商店街の役割や機能を先進的な事例を通じて学ぶ
（成果）①事例から多くのヒントやアイデアを習得した②議論を通じ、メンバ
　　　　ー間の関係性が強化された③取組みを中長期的に持続継続するために
　　　　は、商店街とは異なる組織が必要であることが共通認識となった

カリキュラムイメージ：全5回実施の場合

わくわく水道筋会議の開催
（前身組織）
エリア内の商店街団体だけでなく、文化施設、行政機関と連携。
エリアマップの作成、コラボイベント等の取組み実施。

NPO法人 わくわく西灘設立
研修終了から5年後、水道筋界隈で営業する商業者と西灘地域で活動する
市民により、安全で元気な街づくりへの寄与を目的に設立。
各商店街で取組んでいたイベントや情報発信を統一することで、よりわかり
やすく効率的な活動を目指した。また、組織においても世代交代による意思
決定のスピード化や子育て世代とのディスカッションを通じて多様な価値観
ももたらした。

商人塾支援事業開催（2回目）
（取組みの背景）集合住宅の建設など止まらない人口増加、NPO設立時の事業
　　　　　　　　計画の具体的な取組みの検討（戦略レベル→戦術レベル）
（テーマ）新住民とこれからの社会ニーズに適応していく商店街・市場づくり
（成果）・参加した大学生の「外の視点」「若い世代の視点」の意見は、新た
　　　　　な取組みを検討する上で大きな気づきを与えた。
　　　　・SNSと連携したホームページを新規に立ち上げ、情報の拡散を図る
　　　　・新たな価値観に基づくコンテンツづくり（子育て世代の獲得）

事例紹介「NPO法人わくわく西灘（兵庫県神戸市）」
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